
主な内容

可決された案件 ………… 2面
議会日誌………………… 2面
一般質問………………3～6面
委員会の審査…………… 7面
特別委員会活動………… 8面

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
６
月

20
日
ま
で
会
期
18
日
間
で
開
催
さ
れ
、
19
人
の
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
条
例
改
正
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
５
件
、
陳
情
４
件
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

▼
１
日
目
（
６
月
３
日
）
は
、

一
般
質
問
の
通
告
人
数
や
通

告
時
間
、
議
案
を
付
託
す
る

委
員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮

し
て
、
定
例
会
の
会
期
を
18

日
間
と
決
定
し
、
一
般
質
問

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
議
場

会
議
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
が

発
生
し
、
会
議
の
進
行
が
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
た
た
め
、

急
き
ょ
議
会
運
営
委
員
会
で

協
議
し
、
１
日
目
は
延
会
と

な
り
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
６
月
４
日
）
は
、

一
日
目
の
続
き
の
一
般
質
問

か
ら
始
め
、
６
人
の
議
員
が
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
６
月
５
日
）
は
、

６
人
の
議
員
が
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
６
月
６
日
）
は
、

５
人
の
議
員
が
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
６
月
９
日
）
は
、

２
人
の
議
員
が
、
一
般
質
問

を
行
い
、
19
人
の
議
員
の
一

般
質
問
が
終
了
し
、
続
い
て
、

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
提
案
理
由
の
説
明
後
、

所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
関
連
の
議
案

１
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審

議
の
上
、
即
決
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

▼
６
日
目
（
６
月
20
日
）
は
、

最
終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
議
案
３
件
と
新
た
に

提
出
さ
れ
た
委
員
会
提
出
議

案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
議
し
た
陳
情
４

件
の
う
ち
１
件
を
採
択
、
２

件
を
不
採
択
と
し
、
陳
情
１

件
は
、
引
き
続
き
審
査
す
る

こ
と
と
な
り
、
最
後
に
福
生

市
農
業
委
員
会
委
員
の
議
会

推
薦
者
を
決
定
し
、
今
定
例

会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

災
害
時
対
応
施
設（
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）基
本
設
計
が
始
ま
る

災
害
時
対
応
施
設（
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）基
本
設
計
が
始
ま
る

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
は
、
現

在
、
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
対
象
と
な
る
医
療

が
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
減
少
を
目
的
と
し
た
抗

ウ
イ
ル
ス
療
法
で
あ
る
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
と
Ｂ
型

肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤

治
療
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
医
療
費
助
成
の
対
象
か

ら
外
れ
て
い
る
患
者
が
相
当

数
に
の
ぼ
る
。
特
に
、
肝
硬

変
・
肝
が
ん
患
者
は
高
額
の

医
療
費
を
負
担
せ
ざ
る
を
得

な
い
だ
け
で
な
く
、
就
労
不

能
の
方
も
多
く
、
生
活
に
困

難
を
来
た
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
肝
硬
変
を
中
心
と

す
る
肝
疾
患
も
身
体
障
害
者

福
祉
法
上
の
障
害
認
定
（
障

害
者
手
帳
）
の
対
象
と
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
医
学
上
の

認
定
基
準
が
極
め
て
厳
し
い

た
め
、
現
在
の
制
度
は
、
肝

炎
患
者
に
対
す
る
生
活
支
援

の
実
効
性
を
発
揮
し
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　

平
成
23
年
12
月
「
特
定
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給

付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
の
制
定
時
に
は
、

「
と
り
わ
け
肝
硬
変
及
び
肝

が
ん
の
患
者
に
対
す
る
医
療

費
助
成
を
含
む
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
」
と
の
附
帯
決
議
が
な

さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
に
お

い
て
は
、
肝
硬
変
・
肝
が
ん

患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成

を
含
む
生
活
支
援
に
つ
い
て
、

何
ら
新
た
な
具
体
的
措
置
を

講
じ
て
い
な
い
。

　

肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
よ
り

毎
年
約
４
万
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
医
療
費
助
成

を
含
む
生
活
支
援
の
実
現
は
、

緊
急
な
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
議
会
は
、
次

の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

１　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・

肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助

成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

２　

身
体
障
害
者
福
祉
法
上

の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基

準
を
緩
和
し
、
患
者
の
実

態
に
応
じ
た
認
定
制
度
に

す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
）


